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令
和
３
年
第
４
回
（
１２

月
）
定
例

会
に
お
い
て
は
、
追
加
議
案
を
含
め
て

条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
３
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
１４

件
が
提

出
さ
れ
、慎
重
に
審
議
し
、
閉
会
日
の

採
決
の
結
果
、令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
案
（
第
７
・
８
・９
号
）
、

診
療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
を
可
決

し
、
そ
の
他
の
議
案
は
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。 

ま
た
、９
月
議
会
に
お
い
て
提
出
さ

れ
て
い
た
「
中
津
江
ホ
ー
ル
解
体
・廃

止
方
針
の
再
検
討
と
同
ホ
ー
ル
存
続

に
関
す
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
は
、
継

続
審
査
と
し
て
、閉
会
中
審
査
を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
議
会
で

審
査
を
行
い
、地
元
振
興
協
議
会
と

の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
こ
と
と
、

今
後
の
地
域
福
祉
の
向
上
、
人
口
減

少
・
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、教
育

福
祉
委
員
会
、本
会
議
で
も
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

【連絡先】 

電話：fax 0973-22-7102 

携帯：090-8412-9143 

住所：日田市港町 8-64 

 

議員間討議のテーマ提案 
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一般会計補正予算（第 7.8.9 号合計）の規模 （単位：千円） 

当初予算 現予算 今回補正 補正後予算 

38,111,857 39,009,565 2,157,372 41,166,937 

（参考：令和 2 年度 12 月補正後予算額 51,599,509 千円） 

下
の
児
童
を
養
育
す
る
世
帯
に
対

し
、
臨
時
特
別
給
付
金
と
し
て
対

象
児
童
一
人
に
つ
き
１０

万
円
を

支
給
す
る
も
の
で
、
支
給
対
象
者

へ
の
案
内
や
周
知
の
徹
底
を
図
り
、

支
給
漏
れ
が
無
い
よ
う
に
要
望
し

ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業 

 
 

 

ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
の
効
果
に
関

し
て
は
、
２
回
目
接
種
後
よ
り
、
３

回
目
接
種
後
の
方
が
、
よ
り
高
い

免
疫
原
性
の
増
加
が
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、国
の
対
応
方
針
を

踏
ま
え
、
追
加
接
種
（
３
回
目
）
を

実
施
し
ま
す
。 

「
議
員
間
討
議
」 

 

今
回
は
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
と
子
育
て
家
庭
支
援
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
私
が
提
案

し
ま
し
た
。
新
潟
県
三
条
市
の
先

進
事
例
等
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日

田
市
の
施
策
に
つ
い
て
活
発
な
討

議
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
全
員
で

の
討
議
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
日
田

市
の
子
育
て
施
策
に
反
映
で
き
る

政
策
提
言
へ
と
つ
な
げ
た
い
で
す
。 

令
和
３
年
度
補
正
予
算 

（
第
７
・
８
・
９
号
） 

 

１２

月
補
正
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
（
３
回

目
）
や
令
和
３
年
８
月
の
大
雨
に
よ
り

被
災
し
た
道
路
（
９８

件
）・
河
川
（
２

３
件
）
橋
梁
（
３
件
）・
農
地
（
１７

件
）・

農
業
用
施
設
（
３
件
）
や
林
道
（
１５

路

線
１６

か
所
）
）
等
の
復
旧
費
用
の
ほ

か
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
設
備
の
交

換
に
か
か
る
費
用
の
増
額
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
生
活
支
援
や
、

県
と
連
携
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
に
よ
る
経
済
対
策
に
か
か

る
費
用
の
追
加
な
ど
を
行
う
も
の
で

す
。 歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
、
２１

億
５

７
３
７
万
２
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後

の
予
算
総
額
を
４
１
１
億
６
６
９
３

万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

地
域
消
費
喚
起 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
支
援
事
業 

 
 

こ
の
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
外

出
自
粛
や
時
短
要
請
等
の
影
響
に

よ
り
、
飲
食
・
宿
泊
業
の
み
な
ら

ず
、
サ
ー
ビ
ス
や
小
売
な
ど
幅
広
い

業
種
の
事
業
者
が
売
上
の
減
少
に

苦
し
ん
で
い
る
県
内
経
済
の
本
格

的
な
回
復
に
向
け
て
、
業
種
を
問

わ
ず
個
人
消
費
を
活
性
化
さ
せ
て

い
く
た
め
、
県
と
連
携
し
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す
る
も
の

で
、
紙
商
品
券
【
共
通
券
】
６
万
冊

（
事
前
申
込
）
、
電
子
商
品
券
【
中

小
店
用
】
６
万
口
（
先
着
順
）
、
と

も
に
プ
レ
ミ
ア
ム
率
３０

％
で
、
６
５

０
０
円
分
を
５
０
０
０
円
で
販
売

予
定
で
す
。
事
業
の
詳
細
は
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
実
行
委
員
会

（
商
工
会
議
所
・
商
工
会
）
に
て
協

議
決
定
し
ま
す
。 

子
育
て
世
帯
へ
の 

臨
時
特
別
支
援
事
業 

 
 

「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が

長
期
化
す
る
中
、
子
育
て
世
帯
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
１８

歳
以

番号 新・継 事業名 補正予算案額 備　　　考

1 新規 農地集積協力金交付事業 5万9000円

2 新規 農産物販路開拓事業 30万0000円

3 新規 畜産施設環境対策事業 227万1000円

4 新規 雨水幹線水門整備事業 750万0000円

5 新規 子育て世帯への臨時特別支援事業 9億8650万3000円 対象児童一人当たり10万円

6 新規 地域消費喚起プレミアム商品券支援事業 2億0991万5000円

令和3年第4回日田市議会定例会 新規事業補正予算（第7・8・9号）



 ２０２2（令和 4）年 1月発行 【第 6号】  

- 3 - 

2月10日 上津江地区住民説明会（57名）

19日

令和3年第1回市議会定例会で下記予算案が提出される

「中津江地区福祉保健施設移転整備事業」【2,432万7千円】

①中津江高齢者生活福祉センター建設工事設計業務委託【1,501万５千円】

②中津江ホール解体設計業務委託【160万６千円】

③用地購入【770万６千円】

22日 中津江地区住民説明会（６３名）※市が１０日の上津江地区住民説明会と異なる方針説明

3月22日

教育福祉委員会の審査を経て２つの修正案が出される

①事業全体【2,472万７千円】を減額する案⇒賛成少数で否決

②事業の一部【931万２千円】を減額する修正案⇒賛成多数で可決

委員会決議として、「中津江ホール解体」と「用地購入」は認めない。

25日

★本会議で教育福祉委員長が予算を一部減額する委員会修正案を報告

★委員会修正案以外に議員提案の２つの修正案が提出される

　①事業全体【2,432万７千円】を減額する修正案

　②委員会修正案に加えて、個人番号カード交付事業などを減額する修正案

➡議員提案の２つの修正案はいずれも賛成少数で否決

➡委員会修正案を賛成多数で可決

★委員会修正案を除く予算原案を賛成多数で可決

5月6日 中津江から「公共福祉施設移転整備方針にかかる同意書」提出（意見付き）

6月4日 中津江地区　「上・中津江地区公共福祉施設整備に関する住民説明会」

8日 「上・中津江地区公共福祉施設整備に伴う保護者懇談会」

16日 上津江振興協議会（自治会長・事務局長）と協議「上・中津江地区公共福祉施設整備に関する説明会に向けた協議」

22日 中津江地区　「上・中津江地区公共福祉施設整備に関する代表者会議」1回目

7月13日 中津江地区　「上・中津江地区公共福祉施設整備に関する代表者会議」2回目

15日 上津江振興協議会

8月3日 上津江地区社会福祉協議会説明

10日 中津江ホールを愛する会「中津江ホール解体・廃止について、再検討および存続へ向けた要望書」市へ提出

16日 上津江地区住民に「アンケート調査」実施（8月16日から25日まで）

18日 中津江地区　「上・中津江地区公共福祉施設整備に関する代表者会議」3回目

19日 中津江ホールを愛する会「中津江ホール解体・廃止方針の再検討と同ホール存続に関する請願書」議会へ提出

9月3日 中津江振興協議会「民地購入について」口頭での要望

15日 日田市議会　請願に対し継続審査とする

28日 上津江地区振興協議会に「アンケート調査」結果報告

10月7日 中津江ホールを愛する会へ「要望書の回答」

11月1日 中津江地区　「上・中津江地区公共福祉施設整備に関する代表者会議」4回目

4日 中津江振興協議会「民有地取得の要望書」市へ提出

8日 中津江ホールを愛する会への説明会

11日 中津江ホールを愛する会への資料提出

11日 上津江地区振興協議会長から要望書提出

13日 中津江地区住民説明会（基本方針案の説明）

30日

令和3年第4回市議会定例会告示

①日田市中津江ホールの設置及び管理に関する条例廃止議案

②中津江ホール解体設計業務委託【190万】

　の2議案が提案される。

12月15日

教育福祉委員会で審査の結果

①日田市中津江ホールの設置及び管理に関する条例廃止議案➡賛成多数で可決

②中津江ホール解体設計業務委託【190万】➡全会一致で可決

③中津江ホールを愛する会「中津江ホール解体・廃止方針の再検討と同ホール存続に関する請願書」➡賛成少数で不

採択

20日

本会議の結果

①日田市中津江ホールの設置及び管理に関する条例廃止議案➡賛成多数で可決

②中津江ホール解体設計業務委託【190万】➡賛成多数で可決

③中津江ホールを愛する会「中津江ホール解体・廃止方針の再検討と同ホール存続に関する請願書」➡賛成少数で不

採択

「上・中津江地区福祉保健施設移転整備事業に関する経過報告」（令和3年）

 

 上・中津江地区福祉保健施設整備事業について  
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  発行：日田市議会議員 中島 章二   

      〒877-0006 大分県日田市港町 8-64 

      携帯電話：090-8412-9143 

上・中津江福祉施設移転整備事業についての私の考え方 
 

上
・
中
津
江
地
区
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
２９

年
か
ら
未

然
の
対
策
と
し
て
、
よ
り
安
全
な

場
所
へ
の
移
転
を
検
討
し
て
来

ま
し
た
が
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨

に
よ
り
、
中
津
江
村
栃
野
の
、
中

津
江
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
安
寿
苑
）
が
被
災
、
全
壊
し

た
こ
と
か
ら
、
早
急
に
移
転
・
再

建
場
所
を
検
討
し
て
き
た
中
で
、

日
田
市
中
津
江
ホ
ー
ル
敷
地
内

を
候
補
地
と
し
ま
し
た
。 

 

新
施
設
の
基
本
設
計
を
中
津

江
ホ
ー
ル
敷
地
内
で
進
め
る
中

で
、
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
や
利
用
実

態
を
踏
ま
え
同
施
設
を
解
体
し
、

 

新
年
度
に
入
り
、
中
津
江
地
区

代
表
者
会
議
と
市
や
関
係
機
関
と

で
協
議
を
重
ね
、
基
本
設
計
が
住

民
と
の
合
意
の
も
と
で
作
成
さ
れ

た
こ
と
や
、
住
民
説
明
会
を
行
っ

て
き
た
と
の
説
明
が
執
行
部
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
３
月
定
例
会
時
点
と
は
異

な
り
、
今
回
の
提
案
は
地
域
住
民

と
協
働
で
作
成
さ
れ
た
内
容
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

 
11

月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
中

津
江
地
区
住
民
説
明
会
の
意
見
の

中
に
、
ホ
ー
ル
を
残
し
た
場
合
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
子

ど
も
た
ち
に
負
担
を
残
す
可
能
性

を
心
配
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
、
地
域
福
祉
の
向

跡
地
を
福
祉
施
設
用
地
と
し
て

整
備
す
る
た
め
、
今
議
会
で
設
置

管
理
に
関
す
る
条
例
廃
止
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
議
案
に
関
係
し
て
、
令
和
３

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
中

津
江
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
設
計
業
務
委
託
、
中
津

江
ホ
ー
ル
解
体
設
計
業
務
委
託
、

用
地
購
入
費
、
上
津
江
す
ぎ
っ
子

こ
ど
も
園
と
な
か
つ
え
保
育
園
移

転
統
合
す
る
新
園
舎
設
計
業
務

委
託
の
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
中
津
江
高
齢
者
生
活

福
祉
施
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
設
計

委
託
と
新
園
舎
設
計
業
務
委
託
が

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

３
月
時
点
で
、
私
は
市
の
地
元
へ

の
説
明
や
協
議
の
不
足
か
ら
、
住

民
合
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況

と
判
断
し
た
こ
と
と
、
予
算
案
の

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
も
不
明
瞭

な
点
が
あ
っ
た
た
め
、
再
度
、
地
元

と
の
協
議
を
重
ね
る
こ
と
と
、
上

中
津
江
地
区
の
福
祉
事
業
全
体
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
う
え
で
、
全
事

業
を
も
う
一
度
詳
細
に
考
案
し
、

再
提
案
す
る
こ
と
を
意
見
し
た
と

こ
ろ
で
し
た
。 

上
、
運
営
・
管
理
面
の
課
題
等
を

考
慮
す
る
と
、
中
津
江
振
興
協
議

会
か
ら
の
ホ
ー
ル
解
体
に
同
意
す

る
と
い
う
意
思
が
表
明
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
ホ
ー
ル
解
体
に
つ
い
て

は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
災
害
復
旧
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
少
し
で
も
早
く
、
そ
し
て
利

用
し
や
す
い
施
設
の
再
建
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
、
地
元
住
民
や
利
用

者
の
方
た
ち
の
願
い
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
期
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。 

 

こ
の
福
祉
施
設
の
移
転
事
業
に

つ
い
て
は
、
当
初
、
上
津
江
地
区
と

中
津
江
地
区
で
一
緒
に
協
議
を
行

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
中
津

江
地
区
の
安
寿
苑
再
建
と
あ
わ
せ

て
、
上
津
江
地
区
の
福
祉
事
業
の

今
後
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
た
だ
く
必
要
性
が
あ
り

ま
す
。
上
津
江
地
区
に
対
し
て
は
、

今
後
は
市
長
が
中
心
と
な
っ
て
、

し
っ
か
り
と
体
制
を
整
え
、
協
議

の
場
を
設
け
、
合
意
形
成
を
図
る

丁
寧
な
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
強

く
要
望
し
た
う
え
で
、
ホ
ー
ル
を

解
体
し
新
施
設
を
建
設
す
る
こ
と

に
賛
成
し
ま
し
た
。 


